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愛知大学地域連携研究センターは、2013 年 4 月
に、共同利用・共同研究拠点制度における「越境地
域政策研究拠点」の認定を 6 年間受けており、同拠
点としての活動が 4 年目に入っている。冒頭に 4 年
間の活動状況を紹介したい。 
第 1 に本拠点の目的に対する進捗状況である。本
拠点の目的は、「越境地域政策の科学的な確立」で
あるが、Ⅰ.各越境地域の研究機関による政策実態の
抽出、Ⅱ.越境地域計画コア（以下計画コア）・越境
地域情報プラットフォームコア（以下情報コア）」・
越境地域モデルコア（以下モデルコア）での分野別
共同研究、Ⅲ.共同研究等の研究交流により、有効性
の高い越境地域政策モデルを構築するとしている。
前期 3 年で研究の基盤を構築し、後期 3 年に越境地
域政策モデルの構築に進むことを計画してきた。 
具体的進捗について簡単に述べると、Ⅰ.政策実態
の抽出は、主として公募研究 34 件によってなされ
ており、Ⅱ.分野別共同研究では公募研究と共に基盤
研究（公募によらない研究）45 件がある。Ⅲ.研究
交流は、本センターで開催する越境地域研究フォー
ラム 4 回、その他のシンポジウムや研究会であり、
全国の越境地域において開催する研究会は 16 回と
なっている。 
第 2 に越境地域政策研究に関連する研究コミュニ
ティの形成である。全国の各越境地域における研究
交流、2014 年度に発刊した「越境地域政策への視
点」等から、研究コミュニティの形成を目指してき
た。その表れとして公募研究 34 件には 84 機関が含
まれており、研究機関種別として大学 32、シンクタ
ンク 20、行政 18、その他 12 と広がりをみせており、
地域別にも東北 4、関東 20、中部 26、近畿 5、中四
国 10、九州 7、海外 7 機関となっている。また、政
策研究を進めうる上での行政機関との連携は、直接
の研究フィールドである三遠南信地域を主に各共
同研究において進展をみている。 
第 3 に研究内容についてコア別に研究テーマを示
す。計画コアでは、「越境地域のガバナンス」、「越
境地域の地域維持と創発」、モデルコアでは、「越境
地域の経済モデル」、「越境地域の空間モデル」、情
報コアでは「産業データ整備」、「防災データ整備」、
「基盤データ整備」に関する研究を進めてきた。こ
れらにより、現時点で研究基盤の構築が概ねなされ
てきたと考えている。後期 3 年では、社会実験とも
なる政策応用面の研究促進、研究コア間の連携プロ
ジェクト、研究コミュニティの工学等異分野への拡
大、東アジアを対象とした国際的な比較研究などを
課題としている。 
さて、2016 年度の活動を、1.研究者コミュニティ
開発、2.共同研究、3.共同研究の基盤整備に分けて
まとめておきたい。 
 
1. 研究者コミュニティ開発：越境地域政策研究フォ
ーラム（2016 年度）を、「医療・福祉のまちづ
くり」をテーマに、記念講演・基調講演を実施
した。5 分科会（越境地域とガバナンス、越境
地域と空間情報、越境地域と産業・経済、越境
地域と医療・福祉、越境地域と歴史・文化）を
開催し、全体で 23 題の研究発表を行った（49
～87 頁参照）。また、研究コア（越境地域計画
コア、越境地域モデルコア、越境情報プラット
フォームコア）が個別に行う研究会、コア研究
会を開催している。 
2. 共同研究：公募研究としては、各地域において越
境地域政策の研究基盤を形成するための地域間
交流研究 2 件を実施し、併せてシンポジウムを
開催している。また、一般共同研究は 5 件を採
択している（91～105 頁参照）。また、昨年度の
共同研究の結果として、6 題の論文・報告を本
紀要に掲載している。 
3. 共同研究の基盤整備：海外大学との協定に基づく
共同研究に関連して、上海師範大学からの長期
滞在研究の受け入れを行った。  
 
また、三遠南信地域の自治体等との連携協定締結
のもと、産官学共同での越境地域計画の立案に着手
しており、政策応用面の社会実験としての展開を取
っている。 
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